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03	 巻頭言 � 
認知症になっても安心して暮らせる社会を� 花俣　ふみ代 （はなまた・ふみよ） 

公益社団法人認知症の人と家族の会　本部副代表理事　埼玉県支部代表
1991年からの在宅介護経験を経て、1998年に家族の会世話人としての活動スタート。
2004年㈱福祉の街 ホームヘルパーとして実働を始め、2019年同社顧問に就任し、現
在に至る。厚生労働省社会保障審議会介護保険部会臨時委員（2016年～）、厚生労働
省成年後見制度利用促進専門家会議委員。埼玉県社会福祉審議会委員、埼玉県認知
症施策推進会議委員、埼玉県若年認知症支援ネットワーク委員他。ダイヤ財団評議員。

04	 フォーカス高齢社会�
住環境のエビデンスから介護予防を考える� 土屋　瑠見子 （つちや・るみこ）

一般財団法人　医療経済研究・社会保険福祉協会
医療経済研究機構　研究部　主任研究員
2017年東京大学大学院医学系研究科博士後期課程修了。博士（保健学）。医療法人
鉄蕉会亀田メディカルセンター（理学療法士）、ダイヤ高齢社会研究財団（研究員）を経て、
2020年4月より現職。現所属では、「住環境評価指標開発」、「医療・介護レセプトを用い
た住宅改修サービスの効果検証」等を担当。専門は、環境老年学、公衆衛生学、リハビ
リテーション。ダイヤ財団客員研究員。

08	 Dia Report�
ダイヤ高齢社会研究財団・オンラインシンポジウム� 佐藤　博志 （さとう・ひろし）

「私たちと親世代の生活をICTで豊かに ～ニューノーマル時代のコミュニケーション～」

ダイヤ高齢社会研究財団　企画調査部　次長
1987年三菱化成工業株式会社（当時）入社。樹脂や電子部材の営業、物流、事業管
理業務を経て、2012年7月、三菱化学株式会社（当時）から日東化工株式会社に出向し、
樹脂営業部長。2018年9月より現職。財団では、シンポジウムの企画・運営やシニアが
楽しむエアロビック「ダイヤビック」の普及・広報などを担当。

15	 研究部 uptodate	 �
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表紙撮影：吉羽健二郎氏「利根親水公園（茨城県北相馬郡利根町）」（2019年7月撮影）
※吉羽氏は、千葉県我孫子市で写真愛好家を対象に「448SCHOOL」という写真教室をご夫婦で運営されています。


